
介護職員等によるたんの吸引等実施までの流れ

※１ 特定の者の研修事業は、ALS等の重度障害者について、利用者とのコミュニケー

ションなど、利用者と介護職員等との個別的な関係性が重視されるケースについて対応

するものである。以下に限定されるものではないが、具体的な障害等を例示するとすれ

ば以下のような障害等が考えられる。

〈障害名等の例〉・筋萎縮性側索硬化症（ALS）又はこれに類似する神経・筋疾患・筋

ジストロフィー・高位頸髄損傷・遷延性意識障害・重症心身障害　等

　なお、実施できるケアの種類は、「経管栄養（胃ろう、腸ろう、経鼻経管栄養）」ま

たは「たんの吸引（口腔内、鼻腔内、気管カニューレ内部）及び経管栄養」

※２ 各評価項目について、「ア」（手順どおりに実施できている）の評価がすべてつく

まで実施

※３ 「ア」の評価が２回連続つくまで実施。

第１号・第２号研修

【不特定多数の者対象】

※特養入所者等

第３号【特定の者】※１

基本研修・

シュミレーター演習の受講

受講証明書の発行

実地研修

・現場演習１回 ※2

・実地研修２回 ※３

・指導看護師による評価票

（テキスト掲載）の提出

認定証交付申請

・交付申請書（県HP掲載）

・誓約書（県HP掲載）

・住民票の写し

修了証明書の発行

県に登録した登録研修機関でも実施

認定証の交付

（行為・対象者の限定）
第３号研修指導看護師の養成

※DVDによる自己学習

事業者登録

・登録申請書

・従事者名簿

・誓約書

・登録適合書類

・適合要件チェックリスト

・適合要件チェックリスト

の内容を証明する書類（業

務方法書、感染症予防及び

発生時対応マニュアル等）

・定款又は寄付行為及び登

記事項証明書

県
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・事業者登録通知書の発行

・公示

→たんの吸引等の実施


